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そうではなかっただろう。1901年になっても，エディスワン・ランプ（Ediswan lamp：the Edison & Swan 










た。F. ブラムウェル卿（Sir Frederick Bramwell）は1881年にブリティッシュ・アソシエーション（British 








































































































































































































































































強い印象を与えたようだ。この旋盤はピッツバーグのベツレヘム鉄鋼会社のもので，F. W. テイラー（F. W. 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































ねばならなかった。この問題は，NYのO. マーゲンターラー（Ottmar Mergenthaler）とワシントンのT. ラ
ンストン（Tolbert Lanston）が80年代を通じて解決し，特許を取得した。トータルの結果は，ライノタイ















































































































ライヴァー・ビル（the Royal Liver building）（リヴァプールを代表する大建築の一つで，保険団体であるRoyal Liver 
Assurance の建物。小文字ｂは原文のまま）が，完成に近づいていた。それよりもやや早い中央郵便局のキング・
エドワード・ビル（the King Edward Building）も鉄筋コンクリート製で，公共建築物の顕著な例である。
これが転換点となった。イングランドはたしかに転換がおそかったが，その後はむしろ活発だった。1905













痩せた鉄骨などを除けば，建築学的にまやかしものだった。当時の優れた建築家T. G. ジャクソン（T. G. 
Jackson）は1915年に「これまでのところ，鉄組みの建物と旧式の方法で造られた建物との間に，外観上
の相違がない」と歎いている。
　建築というのはデザインに表れてこなければならない，というのが彼の教えだった。しかし鉄を錆びさ
せないためには湿気から守らねばならない。鉄筋は表に出さねばならないし，隠さねばならない。この矛
盾を解決するには，純粋に構造的な必要性から生じる，デザイン性のない建造物を認めねばならないだろ
う。曲線ではなく，長方形を支配的な形状として認めざるを得ない。これは彼のような旧型の建築家にとっ
ては，辛いジレンマだった。しかし彼の晩年に，新らしい建築方法に向かう変化は決定的となる。
